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レジオネラ菌は肺炎の重症型であるレジオネラ症の病原体です。

レジオネラ菌は自然淡水環境や人工的温水システム中など世界中

に存在します。この細菌はまた、土壌や鉢土、堆肥中でも単離さ

れます。アメーバ中のレジオネラ菌増殖は共培養法によって実証

されます。

本研究の目的は、堆肥積及びその発酵によって発生したエアロゾ

ル中のアメーバとレジオネラ菌の同時存在を調査することです。

バイオエアロゾルはコリオリスμエアサンプラーで捕集します。

グリーン廃棄物回収施設 7か所(堆肥化施設や長・短期保管施設)

でサンプリングを実施しました

 コリオリスμ：250L/分、サンプリング時間 4分(1㎥)

 培養分析：

‐食物源として大腸菌で覆った無栄養寒天プレートで原生生物

（アメーバ）を培養

‐レジオネラ属菌は GVPC 寒天平板で、純培養アカントアメーバ多

食亜目との共培養で 2週間培養

共培養後 6施設のエアロゾルがレジオネラ属菌陽性、2施設がアメー

バ陽性でした。アメーバとレジオネラ属菌は、それぞれ 6施設と 4施

設の堆肥から単離されました。レジオネラ属及び L. bozemanii が堆肥

及び同堆肥積上のバイオエアロゾル中から検出されました。

図 1：堆肥集積の発酵中に発生したバイオエアロゾル

図 2：堆肥集積上で作動中のコリオリスμエアサンプラー

この調査結果により、生活型アメーバとレジオネラ菌の両方が堆肥

とバイオエアロゾル中に存在することを示しています。堆肥化施設

がレジオネラ菌とアメーバの水槽となると考えられます。アメーバ

と病原性レジオネラは、バイオエアロゾルから生育、風に運ばれて

堆肥化施設から分散することがあります。堆肥やガーデニングはレ

ジオネラ症感染リスクの危険を伴うものであると考えられます。
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この研究はレジオネラ菌とアメーバについての知見向上に寄与しました。

コリオリスμは堆肥集積施設から発生するバイオエアロゾル中の自由生活型アメーバ

とレジオネラ菌の捕集に効果的なエアサンプラーです。

近隣住民への健康リスクのより良い評価のため、堆肥からバイオエアロゾルの

レジオネラ菌拡散及びバイオエアロゾルの分散については更なる研究が必要です。

 コリオリスμ、滅菌済捕集カップ

 捕集液：PAGE 生理食塩水


